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人工股関節置換術について

人工股関節置換術は、股関節を人工の関節に置き換える

手術です。変形性股関節症、関節リウマチや大腿骨頭壊死

症などが原因で股関節に変形を来し、日常生活が障害され、

薬物療法や運動療法などの保存療法で症状が改善されな

い場合に行います。変形が強くても日常生活が障害されて

いなければ手術の適応はありません。変形がひどく病状が

進んだ進行期や末期の患者さんが適応となります。

手術後は、痛みがほとんど消失し、跛行も改善し不自由な

く歩けるようになります。一般に、人工股関節の耐用年数は

約２０年と言われています。そのため、以前は６０歳以上の

患者さんに施行されていましたが、近年は早く股関節の障

害を取り除き、有意義な人生を送るために６０歳未満で手術

を受ける患者さんが増えてきています。手術時間は１時間

半～２時間、入院期間は２～３週間程度です。変形が強くな

く、股関節の可動域制限が少ない患者さんの場合は、前側

方から筋間を分けて侵入し、筋肉や腱を切離することなく手

術を行っています。この術式は、手術の侵襲が少なく、術後

の回復が早く１０日くらいで退院しています。

人工股関節置換術のリスクとしては、１～２％の発生率で

脱臼があります。危険な動作をしなければ脱臼することはあ

りません。人工関節のゆるみの発生率は１０年で５％程度、

人工股関節周囲感染の発生率は１％未満と言われていま

す。

昨年の当院の人工股関節置換術は年間７０例でしたが、

年々増加しています。お気軽にご相談・ご紹介くださいます

ようよろしくお願いいたします。 （整形外科：荒 文博）

寿泉堂綜合病院では地域医療支援病院として病診連携を推進しています。

患者さんのご紹介や外来診療に関するお問い合わせは

寿泉堂綜合病院 地域連携室 ☎０２４－９２７－０７６０ （直通） または

☎０２４－９３２－６３６３ （代表）

にお願い致します。
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